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従来のフェンス用アルミパイプ支柱は強風時の強度に課
題があり、内部にスチール角パイプを固定した支柱を開
発したが、性能を確認するため曲げ強度を測定する必要
があった。

人工竹垣フェンス高強度支柱の開発05 技術相談・指導

課　　題

従来品との強度比較をするために、内部にスチール角パ
イプを取り付けた支柱を万能材料試験機による3点曲げ
試験で評価した。

支 援 内 容

曲げ試験の結果から、試作品は 従来品に比べて3.8倍の
強度が確認され、支柱の強度が大幅に向上した。これに
より、強風が吹く地域での設置が可能となり、新型フェン
ス用支柱を製品化できた。

成　　果

強風にも耐えられるように高強度化し
たフェンス用支柱

鉢の下に敷き、水やりの際にトレイで水を受け止める「ポッ
トキーパー」は、従来にない新構造のため、商品化にあ
たり耐荷重や耐久性を検証したいとの要望があった。

植物の水やりが楽になる鉢皿の開発06 依頼試験

課　　題

万能材料試験機で加圧し、耐荷重や水が溜まる引き出し
状トレイの可動性を調べるとともに、耐候性試験により
素材の耐久性を評価した。

支 援 内 容

圧縮試験及び耐候性試験の結果、大きめの鉢を乗せて
も不具合はなく、素材の経年劣化も少ないことが確認で
き、安心して長く利用できる商品の実現に繋がった。

成　　果

植物にあげた水が引き出せるトレイに
落ちる新構造で育てる人にも植物にも
やさしい鉢皿

株式会社コッテ
インテリア用品・植物の管理用品の企画、開発、製造、販売及び輸出入

https://potkeeper.co.jp/URL

業務内容

グローベン株式会社
庭園・エクステリア材料の製造・販売等

http://www.globen.co.jp/URL

業務内容

将来的な規制や製造中止を見越し、床材や屋根材に使わ
れているエポキシ樹脂やウレタン樹脂に含まれる化学物
質を環境負荷や有害性が低い物質に置き換えたいとの要
望があった。

環境や作業安全に配慮した鉄道車両部材の開発03 受託研究

課　　題

開発した代替材料の基礎特性を化学分析等で調べた後、
スクリーニングした材料で床材を試作し、材料試験機や疲
労試験機で機械物性を評価した。

支 援 内 容

試作した床材の機械物性は従来品と遜色なく、環境や作
業者の健康に配慮した床材が開発できた。さらに開発で
得た知見を横展開することで、部材開発の迅速化や技術
力の強化に繋がった。

成　　果

騒音低減効果が高く、リサイクル性に
も優れる、軽量芯材を金属板で挟んだ
床パネル

株式会社宝建材製作所
鉄道車両・船舶・建築等構造体向け化学製品の開発・製造・販売・施工

http://www.takarakenzai.co.jp/URL

業務内容

道路用標識は長期間屋外で使用されるため、耐候性が要
求される。長期耐候性に優れた標識の開発において、採
用が予定されている繊維強化塩化ビニルシートの耐候性
を調べる必要があった。

耐候性に優れた道路標識の開発04 受託研究

課　　題

標識を印刷した繊維強化塩化ビニルシートを促進耐候性
試験機（サンシャインウェザーメーター）により促進劣化
させ、一定時間経過ごとに引張強度及び色彩を測定し耐
候性能を評価した。

支 援 内 容

標識の使用状況を再現するため、標識表示時及びケース
に収納時の長期の耐候性能を、強度変化及び色差から確
認できた。これにより、繊維強化塩化ビニル製シート標識
を製品化できた。

成　　果

耐候性に優れ、標識が必要時のみ表示
可能な塩化ビニル製シート道路標識

名古屋電機工業株式会社
情報装置システムの製造販売

https://www.nagoya-denki.co.jp/URL

業務内容
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　技術相談・技術指導
品質改善や生産方法の改良等、様々な場面で生じる「技術的課題に関する相談・指導」を実施

　依頼試験
材料・製品の物性値の測定や品質評価等、「試験・分析・測定」を実施

　受託研究
企業において、単独では実施困難な課題の解決や新製品・新技術の開発を受託

　提案公募型研究
成長型中小企業等研究開発支援事業（旧サポイン）を始め、国等の外部資金を利用した研究開発

※成果事例は以下の支援メニューで対応しました技術支援メニュー

工法の開発・改良 発泡樹脂を自動車用ピラー内に充填し、軽量かつ高強度
なピラー構造を作るにあたり、その設計に向けた構造解
析のために、高速度変形時の詳細な材料特性を計測する
必要があった。

発泡樹脂を用いた自動車用ピラーの改良

製品の開発・改良

01 提案公募型研究

課　　題

構造解析に必要な材料特性データを取得するため、複数
の発泡樹脂に対し高速引張試験機、高速度カメラ及びデ
ジタル画像相関法を用い、応力―ひずみ曲線のひずみ速
度依存性を計測した。

支 援 内 容

計測した材料特性データを基に高精度な構造解析を実施
することにより、詳細に設計したピラー構造を作製でき、
従来品より３０％軽量化できた。

成　　果

硬質発泡樹脂材料を用いた軽量かつ
高剛性な自動車用ピラー

花粉やPM2.5のような微粒子を効率よく捕集でき、通風
性の高い自動車用エアコンフィルターを開発するにあた
り、素材から加工まで国内のみで安定的に調達・生産で
き、かつその品質を確保したい。

自動車用エアコンフィルターの開発02 依頼試験

課　　題

国内で開発した自動車用エアコンフィルターの表面や断
面を電子顕微鏡で観察し、織り込まれた繊維の均一性と
微粒子の捕集性を評価した。また、フィルターの通風量を
通気度試験から測定した。

支 援 内 容

評価した自動車用エアコンフィルターは、十分な通風量を
確保しながら、数ミクロンの微粒子も効率よく捕集できる
ことがわかった。さらに、量産化後も安定した品質である
ことを確認した。

成　　果

抗菌繊維、PM2.5を捕集する特殊形
状繊維、帯電加工が織り成す高品質自
動車用エアコンフィルター

株式会社エムリット
自動車用エアコンフィルター、マスク、シートクッションの製造・販売

https://mlitfilter.com/URL

業務内容

イイダ産業株式会社
自動車用防音材、制振材、補強材等の研究開発、製造、販売

https://www.orotex.co.jp/URL

業務内容
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